
　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
元
元
実
業
家
、
例
外

な
く
高
関
税
を
課
し
、
日
本
に
対
し
防
衛
費

を
増
や
せ
武
器
を
購
入
し
ろ
と
い
う
一
方
、

日
本
を
守
る
義
務
は
な
い
と
い
う
。
化
石
燃

料
を
減
ら
せ
と
言
わ
れ
て
い
る
時
に
、「
掘
っ

て
掘
り
ま
く
れ
」
と
。
米
国
は
世
界
一
の
石

油
産
出
国
、
た
だ
し
自
国
で
産
出
す
る
よ
り

輸
入
し
た
方
が
安
い
と
い
う
。
鉄
鉱
石
、
金
、

鉛
も
産
出
す
る
。

　

戦
い
に
は
金
が
か
か
る
。
鉱
山
を
活
用
し

た
武
将
が
勝
利
を
収
め
て
い
る
。
そ
の
一
方
勝

者
が
相
手
の
鉱
山
を
手
に
入
れ
て
い
る
。

　「
武
田
信
玄
の
か
く
し
金
山
」

　

信
玄
を
支
え
た
黒
川
金
山
を
は
じ
め
い
く

つ
も
の
金
山
か
ら
産
出
す
る
甲
州
金
に
よ
っ
て

財
政
基
盤
を
支
え
軍
事
力
を
強
化
、
信
玄
の

娘
が
金
山
奉
行
と
な
っ
て
人
夫
を
使
い
、
慰

労
の
た
め
女
郎
小
屋
ま
で
作
り
里
と
の
往
来

金
6
0
0
枚
を
献
上
、
こ
の
ほ
か
に
も
足
利

将
軍
に
ふ
ん
だ
ん
に
砂
金
を
贈
っ
て
陸
奥
守
守

護
職
の
地
位
を
得
て
い
る
。
政
宗
が
豊
か
な

金
銀
の
鉱
山
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
判
る
。
東

北
地
方
は
豊
か
な
砂
金
を
産
出
、
奥
州
藤
原

氏
が
栄
華
を
誇
っ
た
黄
金
文
化
が
そ
の
筆
頭
。

　

秀
吉
は
天
下
を
取
る
や
、
全
国
の
金
山
、

銀
山
総
て
豊
臣
の
所
有
と
し
、
各
大
名
に
管

理
さ
せ
毎
年
莫
大
な
金
銀
を
上
納
さ
せ
て
い

る
。
な
ん
に
も
し
な
い
で
金
銀
を
吸
い
上
げ
て

い
る
。

　「
徳
川
家
康
の
鉱
山
開
発
」

　

家
康
も
、
関
ヶ
原
合
戦
に
勝
利
を
収
め
る

や
全
国
の
主
要
鉱
山
を
直
轄
地
と
し
て
、
武

田
信
玄
に
仕
え
鉱
山
開
発
に
貢
献
し
た
大
久

保
長
安
を
ス
カ
ウ
ト
し
、
石
見
銀
山
初
代
奉

行
に
任
命
し
生
産
の
基
を
築
い
た
。

　

ス
ペ
イ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
船
が
訪
れ
る
よ

う
に
な
り
、
火
薬
の
原
料
で
あ
る
硝
石
の
輸

入
港
堺
の
商
人
と
手
を
結
び
、
鉄
砲
、
硝
石
、

鉛
を
輸
入
。
鉄
砲
の
活
用
に
よ
っ
て
長
篠
合

戦
勝
利
が
有
名
で
あ
る
。
安
土
城
か
ら
信
長

鋳
造
と
思
わ
れ
る
金
の
大
判
、
小
判
が
発
掘

さ
れ
、
岐
阜
城
の
瓦
に
金
が
使
わ
れ
、
岐
阜

に
金
の
信
長
像
が
あ
る
の
も
、
金
を
重
用
し

た
信
長
の
威
厳
の
象
徴
と
し
て
で
あ
ろ
う
。

　

越
中
五
箇
山
の
加
賀
塩
硝
は
、
日
本
最
初

の
人
工
硝
石
で
上
質
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　
　

　

日
本
最
大
の
石い

わ
み見
銀
山
は
小
笠
原
、
尼
子
、

毛
利
が
争
奪
戦
を
繰
り
広
げ
、
豊
臣
秀
吉
が

こ
の
石
見
銀
山
を
手
中
に
収
め
る
や
、
毛
利

に
本
領
を
安
堵
さ
せ
五
大
老
の
筆
頭
と
し
て

厚
遇
し
、
石
見
銀
山
を
管
理
さ
せ
献
上
さ
せ

て
天
下
人
の
安
泰
を
図
っ
た
。

　

伊
達
政
宗
も
豊
臣
へ
の
運
上
金
と
し
て
黄

を
禁
じ
た
か
く
し
金
山
。
20
以
上
の
金
山
銅

山
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
利
益
に
よ
っ
て
、
相
手

に
金
を
与
え
、
戦
い
を
回
避
し
て
勝
利
を
得

て
い
た
。
川
中
島
進
出
も
金
銅
を
掘
り
つ
く

し
資
産
不
足
か
ら
、
上
杉
謙
信
を
攻
め
て
越

後
の
港
か
ら
佐
渡
の
金
山
を
手
に
入
れ
ん
と

し
た
。
但
し
相
川
鉱
山
が
脚
光
を
浴
び
る
の

は
謙
信
没
後
24
年
、
謙
信
は
金
山
活
用
は
今

一
つ
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

佐
渡
の
西
三
川
砂
金
山
、
本
間
氏
の
領
国

で
あ
っ
た
が
上
杉
が
領
土
を
奪
い
、
大
量
の

金
銀
を
産
出
、
将
軍
足
利
義
輝
や
夫
人
に
銀

千
両
贈
り
関
東
管
領
と
な
っ
た
。
景
勝
も
こ

の
銀
を
秀
吉
に
献
上
し
、
秀
吉
が
天
下
を
取

る
や
朝
鮮
出
兵
の
資
金
源
に
使
わ
れ
た
。

　「
織
田
信
長
の
金
銀
、
硝
石
」

　

信
長
に
天
下
を
取
ら
せ
た
の
も
生
野
銀
山

（
兵
庫
）
を
占
領
し
て
鉱
山
開
発
を
促
進
。

戦
国
武
将
の
鉱
山
開
発

講
談
師　

一
龍
斎
貞
花  
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豆
炭
は
魚
の
乾
燥
に
、
練
炭
は
冬
は
2
個
、

夏
は
1
個
で
風
呂
を
沸
か
す
こ
と
に
も
使
わ

れ
て
い
る
。
勿
論
わ
ず
か
だ
が
。
第
二
次
世

界
大
戦
中
は
石
油
だ
け
で
な
く
鉄
鉱
石
も
入

手
困
難
と
な
り
群
馬
鉄
山
か
ら
鉄
鉱
石
を
採

掘
し
た
。

　「
日
本
は
金
銀
資
産
世
界
一
」

　

日
本
は
、
金
銀
の
資
産
は
世
界
一
だ
と
か
。

エ
ッ
本
当
？　

な
ん
だ
か
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。

有
効
に
活
用
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
、
ア
メ
リ
カ
フ
ァ
ス
ト

と
、
レ
ア
ア
ー
ス
、
レ
ア
メ
タ
ル
を
最
重
要

品
と
し
て
お
り
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
戦
争
中
止

の
仲
立
ち
を
利
用
し
て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
豊

富
な
レ
ア
ア
ー
ス
獲
得
を
狙
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

レ
ア
メ
タ
ル
の
使
用
さ
れ
て
い
る
ス
マ
ホ
は

宝
の
山
と
云
わ
れ
、
使
用
し
な
く
な
っ
た
ス
マ

ホ
回
収
が
一
時
叫
ば
れ
た
が
、
最
近
は
と
ん

と
聞
か
な
く
な
っ
た
。
都
市
鉱
山
資
産
を
積

極
的
に
回
収
し
、
再
利
用
を
も
っ
と
推
進
す

る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

参
考
文
献　
日
本
史
辞
典
、
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア

　
　
　
　
　
貞
花
の
企
業
講
演
よ
り

　

ポ
ル
ト
ガ
ル
は
、
銀
獲
得
の
た
め
鉄
砲
と

交
換
し
た
と
い
わ
れ
る
。

　

石
見
銀
山
生
産
に
功
の
あ
っ
た
大
久
保
長

安
を
佐
渡
金
山
奉
行
に
任
命
、
長
安
は
伝
統

的
な
手
工
業
で
生
産
さ
せ
、
純
度
99
．
5
％

と
い
う
金
を
生
産
、
そ
の
純
度
は
世
界
No
．

1
だ
っ
た
と
い
う
ん
で
す
か
ら
日
本
の
技
術
は

素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。
さ
ら
に
そ
の
後
生
産

高
1
位
と
い
う
相
川
金
銀
山
の
完
全
開
発
に

よ
っ
て
、
17
世
紀
前
半
世
界
の
金
の
生
産
高

の
約
2
割
を
日
本
が
占
め
、
そ
の
半
分
が
こ

の
佐
渡
金
山
で
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
か
ら
、
つ

ま
り
世
界
の
1
割
を
佐
渡
金
山
が
占
め
て
い

た
わ
け
で
、
こ
の
金
が
徳
川
2
6
0
年
の
長

期
政
権
の
元
に
な
っ
た
わ
け
。
お
ま
け
に
参

勤
交
代
で
江
戸
と
国
元
の
二
重
生
活
で
多
額

の
出
費
を
強
い
ら
れ
る
わ
け
で
い
ず
れ
の
藩
も

財
政
や
り
繰
り
に
大
変
で
し
た
。

　

後
北
条
の
伊
豆
金
山
が
新
技
術
を
導
入
し

土
肥
千
軒
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
発
展
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
蒲
生
氏
郷
の
軽
井
沢
銀
山
、

常
盤
の
佐
竹
の
久
慈
八
溝
金
山
、
旧
水
戸
、

那
珂
郡
、
安
中
な
ど
5
0
6
ヶ
所
の
金
山

が
あ
り
各
武
将
が
所
有
し
て
い
た
と
い
う
が
、

い
ず
れ
も
徳
川
へ
献
上
を
強
い
ら
れ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

徳
川
時
代
が
終
り
、
明
治
新
政
府
の
時
代

に
な
る
や
機
械
化
が
推
し
進
め
ら
れ
引
き
続

き
多
く
の
金
や
銀
が
産
出
さ
れ
た
が
、
遂
に

は
掘
り
つ
く
し
1
9
0
7
年
閉
山
。

　

現
在
は
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い

る
。

　

い
つ
の
時
代
も
時
の
為
政
者
は
、
力
の
保
持

の
た
め
資
源
を
我
が
物
に
し
た
の
で
あ
る
。

　「
銅
山
の
開
発
」

　

銅
山
の
開
発
は
、
江
戸
時
代
足
尾
銅
山
の

銅
は
、
江
戸
城
、
日
光
東
照
宮
、
上
野
寛
永

寺
、
増
上
寺
の
銅
瓦
に
使
用
さ
れ
た
り
し
て

い
る
。
足
尾
銅
山
は
4
0
0
年
の
歴
史
を
誇

り
「
日
本
一
の
鉱
都
」
と
呼
ば
れ
大
い
に
栄
え

た
が
、
そ
の
後
鉱
毒
問
題
で
衆
議
院
議
員
田

中
正
造
が
公
害
を
訴
え
た
の
は
ご
存
知
の
通

り
。
こ
の
足
尾
銅
山
は
1
6
1
0
年
（
慶
長

15
年
）
に
開
発
さ
れ
、
徳
川
は
佐
渡
、
石
見
、

足
尾
の
三
大
鉱
山
を
手
中
に
収
め
た
の
だ
か

ら
一
番
の
経
済
通
で
あ
っ
た
わ
け
で
す
。
寛
永

通
宝
や
、
輸
出
品
に
も
使
用
さ
れ
江
戸
か
ら

明
治
の
日
本
の
発
展
を
支
え
、
現
在
も
重
要

な
鉱
物
で
あ
る
が
、
公
害
問
題
に
よ
っ
て
銅
は

肩
身
の
狭
い
一
面
も
あ
り
ま
す
。

　

弘
法
大
師
空
海
上
人
は
、
江
戸
時
代
よ
り

7
7
0
年
も
前
お
寺
を
建
て
る
の
に
必
要
な

銅
の
権
利
を
有
し
て
い
た
と
い
わ
れ
、
ま
た

地
方
の
土
豪
で
あ
り
な
が
ら
楠
木
正
成
が
南

朝
の
忠
臣
と
大
働
き
出
来
た
の
は
水
銀
の
権

利
を
有
し
て
い
た
か
ら
、
軍
備
を
と
と
の
え
る

こ
と
が
出
来
た
の
で
す
。

　「
渋
沢
栄
一
と
硝
石
」

　

硝
石
は
信
長
の
と
こ
ろ
で
火
薬
の
原
料
と

し
て
と
紹
介
し
た
が
、
渋
沢
栄
一
が
若
き
日
、

一
橋
家
の
家
臣
と
な
り
家
来
が
少
な
い
と
こ

ろ
か
ら
歩
兵
募
集
で
備
中
を
訪
れ
た
際
、
古

い
家
の
縁
の
下
か
ら
硝
石
を
見
出
し
、
軍
制

の
様
式
化
を
急
ぐ
一
橋
家
に
と
っ
て
必
需
品
で

あ
り
商
品
価
値
も
高
い
と
4
カ
所
に
製
造
所

を
開
設
。
蚕
の
糞
や
山
野
草
を
養
蚕
家
屋
の

床
下
に
4
～
5
年
か
け
て
醸
成
し
た
土
か
ら

製
造
。
硝
石
の
産
地
は
加
賀
の
五
箇
山
、
天

領
白
川
、
南
部
、
米
沢
、
庄
内
、
忍
、
徳
島
、

岡
山
、
松
山
の
各
藩
。
錫す

ず

は
高
岡
、
兵
庫
県

養
父
市
、
鹿
児
島
な
ど
。

　

以
前
本
誌
の
特
集
に
、
日
本
と
ロ
シ
ア
の

〝
密
な
〟
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
が
紹
介
さ
れ
た
。

ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
侵
攻
し
て
か
ら
ア
メ

リ
カ
、イ
ギ
リ
ス
、カ
ナ
ダ
が
液
化
天
然
ガ
ス
、

石
炭
、
原
油
、
石
油
製
品
の
輸
入
禁
止
を
打

ち
出
し
た
と
書
か
れ
て
い
た
。

　

そ
れ
が
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
と
な
る
や
「
パ

リ
協
定
か
ら
の
離
脱
」
と
か
、
自
国
の
化
石

燃
料
の
増
産
を
打
ち
出
し
た
。

　

日
本
は
珍
し
く
ア
メ
リ
カ
に
追
従
す
る
こ

と
な
く
多
く
は
な
い
も
の
の
ロ
シ
ア
の
豊
富
な

化
石
燃
料
に
依
存
し
、
石
油
、
天
然
ガ
ス
の

開
発
に
参
画
し
て
い
る
。
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